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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１つ以上の基本のごみ収納容器と、この基本のごみ収納容器内の臭気を吸引排気する排
気手段とからなり、排気手段はその吸引側に前記基本のごみ収納容器により接続して基本
のごみ収納容器内の臭気を吸引排気するようにした基本収納系を備え、この基本収納系の
前記排気手段の排気通路の途中の少なくとも１箇所に、前記基本のごみ収納容器の少なく
とも１つにこれとは別の付加用のごみ収納容器を直列に接続するよう前記排気通路の上流
側通路および下流側通路が開口したごみ収納容器付加用の接続口を設けるとともに、前記
ごみ収納容器付加用の接続口には前記付加用のごみ収納容器を接続しないときにその接続
口を閉塞して排気通路の対容器接続口部の上流側と下流側を連続させる閉塞手段を設けた
ことを特徴とするごみ収納装置。
【請求項２】
　付加用のごみ収納容器は、前記排気通路途中のごみ収納容器付加用の接続口に接続され
て排気通路の上流側通路と下流側通路とに接続される一対の容器側接続口を持つとともに
、前記一対の容器側接続口と前記排気通路の途中のごみ収納容器付加用の接続口に開口す
る下流側通路と上流側通路とを接続具を介して接続するように構成した請求項１に記載の
ごみ収納装置。
【請求項３】
　各ごみ収納容器の少なくとも１つはキャビネット内に収納されて、キャビネットの前面
にて開閉または／および出し入れされ、このごみ収納容器の１つまたは適数がキャビネッ
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トの前面を開閉する１枚の扉と対応している請求項１又は請求項２に記載のごみ収納装置
。
【請求項４】
　各ごみ収納容器およびそれらを接続する排気通路は厨房家具のキャビネット内に設けら
れ、ごみ収納容器の少なくとも１つは水槽の下でかつ水槽からの排水構造の手前側に設け
られて、キャビネットの前面で開閉され、他のごみ収納容器はキャビネットの上面で開閉
される請求項１～３のいずれか１項に記載のごみ収納装置。
【請求項５】
　ごみ収納容器は、キャビネット内に設置された保持ケースに開閉および着脱できるよう
に収容され、一対の容器側接続口は保持ケースのごみ収納容器の開口を閉じる領域内に設
けられて保持ケースに収容し閉じたごみ収納容器内に通じるようにした請求項４に記載の
ごみ収納装置。
【請求項６】
　保持ケースに設けられた一対の容器側接続口とごみ収納容器とを連通させる連通口を有
し、この連通口にごみ収納容器の開閉および脱着に応じて閉じられ、または開かれる弁を
設けた請求項５記載のごみ収納装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明はごみ収納装置に関し、例えば厨房の流し台で代表される厨房家具等に複数のご
み収納容器を配して用いるのに有効なものである。
【０００２】
【従来の技術】
　一般家庭の厨房では、流し台で代表される各種作業台にて、包装の解体や調理の下拵え
等の各種作業上、包装材を主体とする水気のない各種の乾燥ごみや、水気のある生ごみ、
あるいは生ごみの汁や粘着物が付着したベタツキごみが生じる。乾燥ごみには発泡スチロ
ールやポリエチレンテレフタレート製のＰＥＴ容器、びん、缶等のリサイクルできるいわ
ば資源ごみがある。
【０００３】
　近年、これらを分別して取り扱い種類別に処理し、あるいは再利用することが推奨され
、義務付けられる傾向にある。これに対応するのに、ごみを収納しておくごみ収納容器の
必要数が増加している。
【０００４】
　これら複数のごみ収納容器は厨房の作業台まわりに置かれることが多いが、狭くなり勝
ちな厨房スペースが益々狭くなりごみ収納容器が邪魔になったりする。
【０００５】
　また、各種のごみはそれぞれに独特の臭いを放つ。生ごみは異臭が強く、これを収納し
ている容器に蓋をしていても外部に漏れる。乾燥ごみは生ごみやこれの汁類が付着してい
ると生ごみに近い異臭を放つが、付着がない場合とか、付着しているものを洗浄するとか
すれば、臭いは軽くなる。臭いが軽くても、大量に、また長時間収納されると、蓋をした
状態でもやはり気になる臭いが漏れる。しかも、蓋を開ける都度それぞれの臭いが強く発
散する。
【０００６】
　そこで、本出願人は流し台等の厨房の作業台に複数のごみ収納容器をワークトップの上
面に投入口が開口するように組み込み、厨房が狭くなったり複数のごみ収納容器がまわり
の邪魔になったりせずに、厨房の作業台まわりで生じる各種のごみを分別収納して、個別
に取扱い、また処理できるものを先に提案し、各ごみ収納容器内の臭気を吸引排気してこ
れが厨房内に漏れ出るようなことを解消するようにもしている（特開平７－１８９３０８
号公報）。
【０００７】
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【発明が解決しようとする課題】
　しかし、ごみ収納容器の数が増加するほど、それらの臭気を排気する排気通路の構成が
複雑になりコスト高になる。また、通路構造が複雑であるとごみ収納容器の数が多いのと
相まって、各種厨房家具に配するのが困難になるし、組込んだ厨房家具の収容効率を低下
させる。
【０００８】
　本発明の目的は、ごみの分別取扱いのためにごみ収納容器数が増大しても簡単な構造で
それぞれに収納しているごみの臭気を吸引排気して、それぞれの容器に収納しているごみ
の臭気による問題を解消することができるごみ収納装置を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記のような目的を達成するために、請求項１の発明のごみ収納装置は、１つ以上の基
本のごみ収納容器と、この基本のごみ収納容器内の臭気を吸引排気する排気手段とからな
り、排気手段はその吸引側に前記基本のごみ収納容器により接続して基本のごみ収納容器
内の臭気を吸引排気するようにした基本収納系を備え、この基本収納系の前記排気手段の
排気通路の途中の少なくとも１箇所に、前記基本のごみ収納容器の少なくとも１つにこれ
とは別の付加用のごみ収納容器を直列に接続するよう前記排気通路の上流側通路および下
流側通路が開口したごみ収納容器付加用の接続口を設けるとともに、前記ごみ収納容器付
加用の接続口には前記付加用のごみ収納容器を接続しないときにその接続口を閉塞して排
気通路の対容器接続口部の上流側と下流側を連続させる閉塞手段を設けたことを特徴とす
るものである。
【００１０】
　このような構成では、基本収納系が持っている、１つ以上の基本のごみ収納容器と、こ
の基本のごみ収納容器の臭気を吸引排気する排気手段とにより、この排気手段の排気通路
の途中に少なくとも１箇所に設けられているごみ収納容器付加用の接続口が閉塞手段によ
って閉塞されその上流側通路と下流側通路とが連続する状態であることを条件として、基
本収納系に備えた数だけの基本のごみ収納容器を用いたごみの単独または分別収納を、ご
み収納容器側での臭気の吹出しのない吸引排気を伴って行えることを保証しながら、必要
に応じて、前記ごみ収納容器付加用の接続口の閉塞手段による閉塞を解いて、別に用意さ
れた付加用のごみ収納容器を排気通路の途中にあるごみ収納容器付加用の接続口に接続し
て排気通路の上流側および下流側に通じさせることにより、基本収納系に備えた基本のご
み収納容器と直列になるように基本収納系の排気通路を共用して、さらなるごみの臭気の
基本および付加用のごみ収納容器での直列な吸引排気を伴う分別収納を、吸引排気の構造
を特に複雑にしたり、コストが特に上昇するようなことなく、前記通路側接続口の数だけ
達成することができ、ユーザーの個別な必要状態に容易かつ安価に対応でき、事後的にご
み収納容器を増設することも容易にできる。
【００１１】
　請求項２の発明のごみ収納装置は、請求項１の発明において、さらに、付加用のごみ収
納容器は、前記排気通路途中のごみ収納容器付加用の接続口に接続されて排気通路の上流
側通路と下流側通路とに接続される一対の容器側接続口を持つとともに、前記一対の容器
側接続口と前記排気通路の途中のごみ収納容器付加用の接続口に開口する下流側通路と上
流側通路とを接続具を介して接続するように構成したものである。
【００１２】
　このような構成では、請求項１の発明に加え、さらに、基本収納系の排気通路の途中に
設けられたごみ収納容器付加用の接続口に、これの閉塞手段に代わる接続具を介して付加
用のごみ収納容器を接続することにより、この接続具に有する通路構造を利用して他のご
み収納容器の一対の容器側接続口が基本収納系の排気通路の上流側通路と下流側通路とに
、簡易な構造および接続作業にて接続することができる。
【００１３】
　請求項３の発明のごみ収納装置は、請求項１又は請求項２の発明に加えさらに、各ごみ
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収納容器の少なくとも１つはキャビネット内に収納されて、キャビネットの前面にて開閉
または／および出し入れされ、このごみ収納容器の１つまたは適数がキャビネットの前面
を開閉する１枚の扉と対応している。
【００１４】
　このような構成では、請求項１又は請求項２の発明に加え、さらに、キャビネットに収
納されて、キャビネットの前面にて開閉または／および出し入れされるごみ収納容器の１
つまたは適数が、キャビネットの対応する１枚の扉を開くだけで露出して、開閉／または
出し入れできるし、１枚の扉を閉じるだけで覆い隠されて体裁のよいキャビネット
前面に戻すことができるので、使用に便利である。
【００１５】
　請求項４の発明のごみ収納装置は、請求項１～３の発明のいずれか１つにおいて、さら
に、各ごみ収納容器およびそれらを接続する排気通路は厨房家具のキャビネット内に設け
られ、ごみ収納容器の少なくとも１つは水槽の下でかつ水槽からの排水構造の手前側に設
けられて、キャビネットの前面で開閉され、他のごみ収納容器はキャビネットの上面で開
閉される。
【００１６】
　このような構成では、請求項１～３の発明のいずれか１つに加え、さらに、各ごみ収納
容器およびそれらを接続する排気通路を厨房家具のキャビネット内に設けるのに、ごみ収
納容器の少なくとも１つが厨房家具のキャビネットの水槽の下でかつ水槽からの排水構造
の手前側に位置して、通常デッドスペースとなっている排水構造の前方部分を有効利用し
て、特別なスペースを必要とすることなく設置されるとともに、排水構造の前面側を覆い
隠して体裁よくすることができる。しかも、排水構造の手前側のごみ収納容器はキャビネ
ットの前面で開閉されるので、キャビネットの排水構造前の大きなスペースを利用して設
置した十分に大きなものを、キャビネットの大きな前面にて十分な大きさで開閉すること
ができ、大型でかさ張りやすい乾燥ごみを収納するのに適し、キャビネットの上面で開閉
される他のごみ収納容器は、水槽を有した作業台となる厨房家具にて下拵えする作業等で
出る生ごみを作業台内で取扱い収納することができるので、生ごみから滴る汚水が他に落
ちるようなことを回避し作業台まわりを清潔に保ちやすい。
【００１７】
　請求項５の発明のごみ収納装置は、請求項４の発明において、さらに、ごみ収納容器は
、キャビネット内に設置された保持ケースに開閉および着脱できるように収容され、一対
の容器側接続口は保持ケースのごみ収納容器の開口を閉じる領域内に設けられて保持ケー
スに収容し閉じたごみ収納容器内に通じるようにしたものである。
【００１８】
　このような構成では、請求項４の発明に加え、さらに、ごみ収納容器は、キャビネット
内の保持ケースに開閉および着脱できるように収容されていて、この保持ケースのごみ収
納容器の開口を閉じる領域部を介し排気通路に通じて吸引排気されるので、排気構造に関
係なく開閉し、また着脱できるので、使用勝手のよいものとなる。
【００１９】
　請求項６の発明のごみ収納装置は、請求項５の発明において、さらに、保持ケースに設
けられた一対の容器側接続口とごみ収納容器とを連通させる連通口を有し、この連通口に
ごみ収納容器の開閉および脱着に応じて閉じられ、または開かれる弁を設けたものである
。
【００２０】
　このような構成では、請求項５の発明に加え、さらに、ごみ収納容器を保持ケースに対
し開閉し、あるいは脱着するのに合わせ、保持ケースの容器側接続口とごみ収納容器を連
通させる連通口が閉じられ、また開かれるので、特別な操作なしに閉じ状態のごみ収納容
器での排気通路を通じた吸引排気状態を保証し、ごみ収納容器が開かれたり、取り外され
たりしたときに排気通路が大きく開放されて他のごみ収納容器での吸引排気に影響するよ
うなことを回避することができる。
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【００２１】
【発明の実施の形態】
　以下本発明のごみ収納装置の代表的な一実施の形態について、図を参照しながら説明す
る。
【００２２】
　本実施の形態は、図１～図４に示すような一般家庭での厨房家具としての流し台１に３
つのごみ収納容器２、３、３１を設置して、各種のごみ類を分別収納し、個別に取り扱い
、また処理できるようにしてある。
【００２３】
　本実施の形態の流し台１は図１、図２に示しているように、合成石や自然石よりなるワ
ークトップ板５を有し、これの一部に形成した開口５ｂに水槽６を形成したステンレス製
のシンク部材７が下方から当てがわれて、水槽６を持った流し台１のワークトップ５ａを
なしている。
【００２４】
　流し台１の上面には図示しないコンロ等のその他必要なものが設けられる。また、流し
台１のワークトップ５ａの下には扉８を持った収納部９が設けられている。
【００２５】
　図３に示すように、シンク部材７のワークトップ板５の開口５ｂと水槽６との間の適当
な段差面１１に設けた凹陥部１２を共用して、生ごみＧ１を投入する投入口１３と、主と
してベタツキごみＧ２を投入する投入口１４とを前後に並設し、それぞれに個別のごみ収
納容器２、３が接続されるようにしてある。凹陥部１２には互いに重なり合って個別にス
ライドし投入口１３、１４を開閉する蓋１７、１８が設けられている。また、別の段差面
１１には洗剤や洗浄具を収容する小物容器２１、２２を一体にあるいは着脱できるように
設けるとともに、水道の蛇口２３が立設されている。水槽６の底部には排水口２４が設け
られている。
【００２６】
　ごみ収納容器２には図６に示すようにドレン配管口５２が設けられるとともに、使い捨
てのごみ袋２６を着脱できるようになっている。ごみ収納容器２、３にはこれを基本のご
み収納容器２、３として図４、図６、図８に示すように内部空気を吸引ファン２７ａにて
吸引排気する排気手段２７を接続してあり、つまり、排気手段２７の吸引側に接続してあ
り、本発明で言う基本収納系Ａをなしている。排気手段２７の排気通路配管３５は、ごみ
収納容器２、３に対して並列に接続され、ごみ収納容器２、３内の臭気を並列に吸引し排
気するようになっている。
【００２７】
　以上の構成によっても、ごみはごみ収納容器２、３により、例えば前記した生ごみＧ１
と生ごみの汁や粘着物が付着している、トレー、牛乳パック、マヨネーズやケチャップの
チューブ容器等と云ったベタツキごみＧ２との２種類、あるいは生ごみＧ１とびんや缶、
ＰＥＴボトルと云った乾燥ごみＧ３との２種類に分別して収容し、個別に取り扱える。し
かし、上記したように、広い面積の作業面が望まれる流し台１のワークトップ５ａ上に投
入口が開口するように設けるごみ収納容器２、３では、大きな容量をとりにくいし、乾燥
ごみＧ３でもびんやＰＥＴボトルと云ったボトル類Ｇ３１と缶類Ｇ３２等の複数種類に分
別する要求もある中、これらごみの種類数に合わせてごみ収納容器を多く設けることは困
難である。このため、ごみの分別収納および取扱いに限界がある。
【００２８】
　そこで、本実施の形態では特に、前記基本のごみ収納容器２、３を上面のワークトップ
５ａに開口するように設けた流し台１に今１つの付加用のごみ収納容器３１を増設して、
さらに多量で、さらに多種類のごみを分別収納し、個別に取扱うのに適したものとしてあ
り、ごみ収納容器３１を、流し台１がワークトップ板５の下に形成しているキャビネット
における水槽６の下で、かつ全面に開口した収納部９内に設けられた前記排水口２４から
の排水構造３２の手前側に設置し、デッドスペースになり勝ちな排水構造３２の手前側を
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有効利用しながら、また、外観の悪い排水構造を前方から覆い隠して体裁よくしながら、
ごみ収納容器２、３を生ごみＧ１とベタツキごみＧ２とに分別して収容し、ごみ収納容器
３１によって乾燥ごみＧ３を分別収納するようにしてある。また、ごみ収納容器３１は図
２に示すように２つの使い捨てごみ袋３１１、３１２を着脱できるように装着することに
より、乾燥ごみＧ３を前記ボトル類Ｇ３１と缶類Ｇ３２とを分別して収納できるようにし
ている。
【００２９】
　また、ごみ収納容器３１を収納した収納部９はこれを形成しているキャビネットの前面
にて開閉および出し入れできるように設置されればよいが、本実施の形態では開閉および
出し入れできるように設けて、開閉によってはごみの投入、収納に対応し、着脱によって
は収納したごみのごみ収納容器３１ごとの持ち運びと言った取扱と、所定場所への廃棄と
言った処理に対応しやすいものとしている。
【００３０】
　この１つのごみ収納容器３１は流し台１のキャビネットがなす収納部９前面を開閉する
図１に破線で示す１枚の扉８ａと対応している。これにより、収納部９に収納されてこれ
の前面にて開閉および出し入れされるごみ収納容器３１が、これに対応する１枚の扉８ａ
を開くだけで露出して、開閉および出し入れできるし、１枚の扉８ａを閉じるだけで覆い
隠されて体裁のよいキャビネット前面に戻すことができるので、使用に便利である。
【００３１】
　もっとも、流し台１が形成するキャビネットの収納部９には、キャビネットの大きさや
ごみ収納容器３１の大きさ等に応じた余裕に従って、複数のごみ収納容器３１が個別に開
閉または／および着脱できるように設けられてもよく、この場合、扉８ａは個々のごみ収
納容器３１の１枚の扉８ａが対応するようにすれば同様の作用効果が得られるし、場合に
よっては、１枚の扉８ａが複数のごみ収納容器３１に対応するようにもできる。また、扉
８ａは図１に仮想線で示すように左右に開く観音開き方式の扉８とすることもできる。こ
のようにすると、１枚の扉８が開くためのスペースが半減しまわりの邪魔になり難い利点
がある。
【００３２】
　これに合わせて本実施の形態では、さらに、図４、図６、図８に示すように、排気手段
２７の排気通路配管３５の途中に、ごみ収納容器２、３の一方、例えば、臭気の弱いごみ
収納容器３と前記他のごみ収納容器３１とを前記排気通路配管３５にて付加排気通路配管
１３５を介して直列に接続されるようにしてある。これにより、ごみ収納容器２、３、３
１の臭気は排気手段２７によって排気通路配管３５、１３５を通じて吸引排気されるので
、ごみ収納容器２、３、３１内に臭気が溜まってこれが外部に発散することはないし、ご
み収納容器２、３、３１がごみを投入すると云ったことによって開かれても、図８に矢印
で示すようにその開口を通じて外気が吸引されるのでごみ収納容器内の臭気が外部に発散
することがない。排気通路配管３５の排気口３５ｈは排水構造３２のトラップ３４よりも
下流側に接続されて、その部分から排水管１３６へ排気するようにしてある。これにより
、各ごみ収納容器２、３、３１から吸引排気される臭気が排水構造３２を通じて厨房側に
逆流するようなことはない。また、直列に接続されたごみ収納容器３、３１は、ごみ収納
容器３１の側が上流側になるようにしてある。これにより、臭気の弱いごみ収納容器３１
内の臭気が臭気の強いごみ収納容器３を通じて排出されるので、これが逆で臭気の強いご
み収納容器３の臭気が臭気の弱いごみ収納容器３１を通じて排気されることにより、臭気
の弱いごみ収納容器３１内に強い臭気が入り込んで影響するようなことを防止することが
できる。
【００３３】
　また、複数のごみ収納容器２、３、３１からの臭気の吸引排気を図る排気手段２７の排
気通路配管３５はフレキシブル管であることにより、これの自由な湾曲によって、複数の
ごみ収納容器２、３、３１が流し台１等の各種の厨房家具のキャビネット内にどのように
配置されても、それらを必要な順序でどのようにも接続することができ便利である。
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【００３４】
　なお、最も臭気の強い生ごみＧ１を収納するごみ収納容器２は前記ごみ収納容器３との
並列関係によって単独で吸引排気されるので、他のごみ収納容器３、３１に影響すること
はない。しかし、各ごみ収納容器２、３、３１のそれぞれを直列に接続して上流側のごみ
収納容器の臭気を下流側のごみ収納容器を通じて順次に排気するようにもできる。この場
合、臭気の強弱の関係からごみ収納容器３１、３、２の順に吸引排気するのが好適である
。
【００３５】
　また、吸引排気は常時している必要はなく、ごみ収納容器２、３、３１のいずれかが開
かれたとき、その後閉じられてからの一定時間、および、所定のインターバルを持って定
期的に行われればよく、そのために、排気手段２７の吸引ファン２７ａの駆動をマイクロ
コンピュータ等の制御手段を用いて自動制御すればよい。吸引ファン２７ａの停止中、ご
み収納容器２、３、３１の臭気が排気通路配管３５、１３５を通じて外部に漏れ出るのを
防止するために、排気通路配管３５の適所に電磁弁１３７、１３８を設けて、吸引ファン
２７ａの駆動と同時に開き、吸引ファン２７ａの駆動停止と同時に閉じるように自動制御
する。また、図８に示すように排気通路配管３５の電磁弁１３８と排気口３５ｈとの間の
部分に排水管１３６側から排気通路配管３５の側に汚水が逆流するのを防止する汚水逆流
防止タンク１３９が設けられている。
【００３６】
　前記基本収納系Ａに対する付加用のごみ収納容器３１の増設と接続とが、簡易に行える
ようにするため、本実施の形態では、排気通路配管３５の途中に、図５の（ａ）、（ｂ）
、図６に示すような上流側通路３５ａおよび下流側通路３５ｂが隣接して開口する、付加
用のごみ収納容器３１を接続するための排気通路配管３５側の付加用接続口としての通路
側接続口３５ｃと、この通路側接続口３５ｃにねじ部３５ｄとの螺合により着脱できるよ
うに装着されて通路側接続口３５ｃに開口する上流側通路３５ａと下流側通路３５ｂとが
連続するように通路側接続口３５ｃを塞ぐ図５の（ｂ）に仮想線で示すような閉塞手段と
してのキャップ３３と、排気通路配管３５の上流側通路３５ａと下流側通路３５ｂとに接
続される一対の容器側接続口３１ａ、３１ｂを互いに離れた位置に持った付加用のごみ収
納容器３１と、前記一対の容器側接続口３１ａ、３１ｂとの個別に接続される対容器接続
口３６ａ、３６ｂおよび前記排気通路配管３５の途中の通路側接続口３５ｃに接続されて
そこに開口する下流側通路３５ｂと上流側通路３５ａとに前記個別の容器側接続口３１ａ
、３１ｂを個別に連通させる対通路接続口３６ｃを有した接続具３６とを組み合わせ備え
たものとしてある。キャップ３３はこれと同じように通路側接続口３５ｃを閉塞する働き
をするものであれば、他のどのような構造のものでもよい。
【００３７】
　接続具３６は、図５の（ａ）に示すように通路側接続口３５ｃのねじ部３５ｄに螺合さ
れたナット３７によって、フランジ３６ｄを接続口３５ｃに押付ける状態にして、対通路
接続口３６ｃの通路側接続口３５ｃとの接続状態が保たれ、この接続状態はナット３７の
取り外しによって解除される。
【００３８】
　付加用のごみ収納容器３１を増設しない基本収納系Ａ単独で使用する場合は、通路側接
続口３５ｃを図５の（ｂ）に仮想線で示すようにキャップ３３によって閉じておき、その
上流側通路３５ａと下流側通路３５ｂとが連続するようにする。
【００３９】
　これにより、基本のごみ収納容器２、３を用いた、臭気の排気を伴うごみの分別収納に
供する状態となる。一方、キャップ３３を外して、別に用意された付加用のごみ収納容器
３１の容器側接続口３１ａ、３１ｂをナット３７と付加排気通路配管１３５とにより通路
側接続口３５ｃに接続することにより、基本収納系Ａに備えた基本のごみ収納容器２、３
と付加用のごみ収納容器３１を用いた、臭気の排気を伴うごみの分別収納に供する状態と
することができる。これら２通りの使用態様への切換えを、構造を特に複雑にしたり特に
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コストが上昇するようなことなく、ユーザーの個別な必要状態に容易かつ安価に対応でき
るし、ごみ収納容器３１を事後的に増設できる。しかも、接続口３５ｃは排気通路配管３
５に複数設けておけば、付加用のごみ収納容器３１を前記通路側接続口３５ｃの数だけ増
設して同時に使用することができる。
【００４０】
　本実施の形態では、ごみ収納容器３１を流し台１の収納部９内に設けるのに、容器収納
部としての図１、図３、図４、図８、図９、図１１、図１２に示すような専用の保持ケー
ス４１内に開閉および着脱できるようにしてあり、容器側接続口３１ａ、３１ｂをこの保
持ケース４１に設けて、この保持ケース４１に収納したごみ収納容器３１に連通するよう
にしてあり、ごみ収納容器３１を保持ケース４１内に保持して水槽６下の排水構造３２の
手前に設置するのに、保持ケース４１の上端後部には図３、図４、図７、図１１に示すよ
うな排水口２４に対する逃げ部４１ｂが設けられ、排水口２４の水槽６下への突出の影響
なく保持ケース４１およびごみ収納容器３１を排水構造３２の直近に至る奥深い所まで位
置させられるようにし、収納部９に収納するごみ収納容器３１の容積ができるだけ大きな
ものとすることができるようにしてある。しかし、保持ケース４１に代えてごみ収納容器
３１に蓋を施すようなときは、この蓋に容器側接続口３１ａ、３１ｂを設けておくと、保
持ケース４１を用いたのと同じ取扱上の利点が得られ好適である。
【００４１】
　もっとも、収納部９自体を容器収納部とすることもできる。しかし、専用保持ケース４
１を持ったものとすると、前記臭気の吸引排気構造や開閉および着脱のための各種構造を
採りやすい利点があるし、ごみ収納容器３１を単独使用する場合は保持ケース４１に厨房
家具等としての作業台構造を採らせて設置し作業台を兼用できるようにすることで、ごみ
収納容器３１として単独で設置する場合のように不体裁になったり、邪魔になるようなこ
とを回避することができる。
【００４２】
　保持ケース４１は、図９、図１１、図１２に示すように両側内面に設けられたガイドレ
ール４２でごみ収納容器３１を案内して保持ケース４１の前面の開口４１ａから出し入れ
するようになっている。この出し入れのために、ごみ収納容器３１の上部左右両側の後部
側に、前記ガイドレール４２に前後動できるように下方より受けられて後部側を片持ち支
持される被案内部であるローラ４３を設ける一方、ガイドレール４２の前端部に、後部側
から移動してくる前記ローラ４３を、前記開口４１ａの上縁との間にこのローラ４３の出
し入れスペースＳを残して受け止めるストッパ部４２ａを設けてある。
【００４３】
　これにより、ごみ収納容器３１はその支持が後部側のローラ４３を前記ガイドレールに
より下方から受けられた片持ち支持状態であることにより、前傾する傾向を持ち、ごみ収
納容器３１が保持ケース４１に図１に実線で示すように深く嵌まり合う範囲では保持ケー
ス４１の底部の案内を受けて起立した姿勢を保って保持ケース４１に収まった格納状態に
なり得る。また、ごみ収納容器３１を保持ケース４１から引き出すと、その引出し量に応
じてごみ収納容器３１の底部が保持ケース４１の底部から張り出すのに合わせてごみ収納
容器３１はローラ４３のガイドレール４２への接触点を支点として前傾し、準チルトダウ
ン状態になることにより、ごみ収納容器３１の上端はごみ収納容器３１の引出し量に前記
前傾による上端の前移動が相乗するので、少ない引出し量にてごみ収納容器３１の上端を
保持ケース４１の前面開口４１ａの上縁から図９、図１１に仮想線で示すように大きく張
り出させてごみ収納容器３１を容易かつ迅速に開き状態にすることができる。しかも、こ
の開き状態はごみ収納容器３１の上端の保持ケース４１の前面への張り出しによるので、
保持ケース４１を設置した収納部９の上が流し台１のように作業台になっていたり、保持
ケース４１を設置した収納部９が上方へ延びるキャビネットの下部であったりしても相互
に邪魔し合うことなくごみを容易に投入することができるし、作業台やキャビネットと云
った厨房家具等に大きなごみ収納容器を設置したり、複数のごみ収納容器を設置するのに
適するとともに、保持ケース４１を上記のように単独の作業台等として用いるのにも適し
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ている。
【００４４】
　さらに、図９、図１１に仮想線で示すような開き状態のごみ収納容器３１は、後部側の
ローラ４３がガイドレール４２の前端のストッパ部４２ａに係止されてそれ以上の張り出
しを阻止され安定するので、乾燥ごみＧ３２である重いびん類を投入し収納するのにも十
分に耐えられる。また、ごみ収納容器３１はストッパ４２ａによる前記係止にかかわらず
、前傾した開き状態にあるごみ収納容器３１を上方へ引き上げることにより、ローラ４３
をストッパ４２ａと保持ケース４１の前部の開口４１ａの上縁との間に設けられた出し入
れスペースＳを通じてストッパ４２ａから外し出しながら、ごみ収納容器３１を保持ケー
ス４１から簡易に引き出せるし、これと逆の操作でごみ収納容器３１を保持ケース４１に
開き状態に嵌め入れ、収納状態に移行できるようにされるので、ごみ収納容器３１に収納
したごみの取扱い、あるいは、ごみ収納容器３１を取外して洗浄するようなことに便利で
ある。
【００４５】
　このようなごみ収納容器３１と保持ケース４１との関係が首尾よく機能するように、保
持ケース４１の底部前側に保持ケース４１に出し入れされるごみ収納容器３１の底部を案
内する図９、図１１に示すような合成樹脂製のガイド４４を設けてあり、このガイド４４
によって保持ケース４１に対し出し入れされるごみ収納容器３１の底部を案内することで
、ごみ収納容器３１を必要な状態に案内することができ、ごみ収納容器３１のスムーズな
出し入れと、これに伴う姿勢の適しな制御とを満足しやすい。
【００４６】
　具体的には、ガイド４４は例えば本実施の形態のように左右にあり、ごみ収納容器３１
の底部下面に枠状に設けられた凸条３１ｃの左右部分と接触してこれを案内するようにし
てある。また、ガイド４４は前記凸条３１ｃと摺接する第１のガイド面４４ａから立ち上
がって前記凸条３１ｃの内周部３１ｄを案内する第２のガイド面４４ｂを有したものとし
てある。さらに、凸条３１ｃの内周はごみ収納容器３１の底部に緩やかな立上がり面３１
ｅにて続く形状とされている。
【００４７】
　このように左右のガイド４４による案内を受けるのはごみ収納容器３１の底部に枠状に
設けられた凸条３１ｃの部分であり、この凸条３１ｃがごみ収納容器３１の底部の補強リ
ブをなすものであるので、底部の局部的な案内によってもごみ収納容器３１が変形したり
損傷したりするのを防止することができるし、ごみ収納容器３１の底部とガイド４４との
接触による摺動抵抗を小さくしてごみ収納容器３１をスムーズに出し入れできるようにす
る。
【００４８】
　また、ガイド４４が第１のガイド面４４ａによってごみ収納容器３１の底部の凸条３１
ｃを案内するのと同時に、第１のガイド面４４ａから立ち上がった第２のガイド面４４ｂ
によって凸条３１ｃの内周部を案内して、ごみ収納容器３１を出し入れするときの底部の
左右の位置を規制するので、ごみ収納容器３１の底部が左右にふらつくようなことなくさ
らにスムーズに出し入れできるようになる。
【００４９】
　凸条３１ｃの内周のごみ収納容器３１の底部に向け緩やかに立ち上がる形状は、第２の
ガイド面４４ｂの案内をラフに受けて所定位置にほぼ保たれながら、この案内によってご
み収納容器３１の出し入れが却ってこじれやすくなったり、摩擦抵抗が大きくなったりし
ないようにしている。
【００５０】
　また、ごみ収納容器３１の前面の上部に取手３１ｆが設けられ、この取手３１ｆにてご
み収納容器３１を保持ケース４１から引き出すときの引出し力は、ごみ収納容器３１の引
出しに伴う前傾を助長するようにも働き、ごみ収納容器３１の前傾を伴う引出し操作をさ
らにスムーズにかつ短時間に達成することができる。
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【００５１】
　反対に、ごみ収納容器３１を前面上部の取手３１ｆにて保持ケース４１に押し入れて閉
じるときの押入れ力は、前傾しているごみ収納容器３１が起立するのを助長するようにも
働き、ごみ収納容器３１の起立を伴う閉じ操作もさらにスムーズにかつ短時間に達成する
ことができる。
【００５２】
　しかも、開き状態のごみ収納容器３１を前面上部の取手３１ｆにて持ち上げて取り外す
とき、ごみ収納容器３１をまずローラ４３のガイドレール４２への接触点を支点として前
傾状態から起立させ、次いで取手３１ｆの真下にごみ収納容器３１の重心が移動する安定
姿勢まで後傾させるが、この安定姿勢またはそれに近い状態にてローラ４３がストッパ部
４２ａから外れて、ごみ収納容器３１が取り外され、そのまま、あるいは少しの後傾を伴
って安定するので、１つの取手３１ｆによる片手操作でのごみ収納容器３１の取り出しで
あっても、ごみ収納容器３１が取外しと同時に安定姿勢まで大きく振れるようなことがな
く、重いびん類を収納しているような場合でも、容易にかつ安全にごみ収納容器３１を取
り外せる。また、この取外し操作と逆の操作をすることにより、ごみ収納容器３１を保持
ケース４１に開き状態に容易に装着することができる。
【００５３】
　しかも、ガイドレール４２の後端部は後端側に移動してくる前記ローラ４３を持ち上げ
てごみ収納容器３１の口縁の後部側を保持ケース４１の天井部に設けられた枠状のシール
部材４７に押当てるカム面４２ｂが形成され、ごみ収納容器３１の前面上部および保持ケ
ース４１の開口の上縁部のいずれか一方に、他方の側の係止部４５と係合して双方を引き
つけ状態に結合するバックル４６を設けてある。また、ごみ収納容器３１の前面上部に取
手３１ｆが一体成形して設けられている。本実施の形態ではバックル４６はごみ収納容器
３１の側に設けてあり、ハンドル４６ａの途中に係合片４６ｂを枢支し、ハンドル４６ａ
を倒したり、起こしたりして、係合片４６ｂを係止部４５に係脱させる。
【００５４】
　これにより、ごみ収納容器３１を保持ケース４１の奥部にまで押し入れると、ローラ４
３がガイドレール４２の後端部のカム面４２ｂに乗り上げて持ち上げられるので、ごみ収
納容器３１のローラ４３が設けられている上部両側の後部側が保持ケース４１の天井部側
のシール部材４７に押当てられ、ごみ収納容器３１の前面上部のバックル４６を保持ケー
ス４１の開口４１ａの上縁部の係止部４５に係合させて締めつけることにより、ごみ収納
容器３１の前部側を保持ケース４１の天井部側のシール部材４７に押当てられるので、ご
み収納容器３１を保持ケース４１の天井部との間で閉じられる状態に収納して臭気等がも
れ難くなるようにすることができる。ごみ収納容器３１の上端がガイドレール４２のカム
面４２ｂによって押し上げられながら後部側に移動してシール部材４７に摺接していくと
きの摩擦を軽減するために、シール部材４７の後部の表面には滑りのよいＰＥＴやポリカ
ーボネートよりなるフィルムを貼り合わせるのが好適である。
【００５５】
　本実施の形態では、前記容器側接続口３１ａ、３１ｂは、図９、図１１、図１２に示す
ように、保持ケース４１の後部壁上部外面の左右に前記容器側接続口３１ａ、３１ｂが設
けられ、容器側接続口３１ａは保持ケースの後部壁に設けられた連通口としての弁口３１
ｍを介して、また容器側接続口３１ｂは保持ケース４１の後部壁に設けられた連通口とし
ての弁口３１ｎを介して、前記シール部材４７によりごみ収納容器３１を閉じている領域
である天井空間部４１ｃを通じごみ収納容器３１の上端開口に通じるようになっている。
これにより、容器側接続口３１ａを通じた吸引力が保持ケース４１内に格納し閉じられた
ごみ収納容器３１内に働き、容器側接続口３１ｂから空気をごみ収納容器３１内に吸入し
ながら、ごみ収納容器３１内の臭気を容器側接続口３１ａへと吸引し排気することができ
る。さらに、ごみ収納容器３１の上端とシール部材４７との接触境界面が図９、図１１に
示すように後方に下向きに傾斜するように形成されていることにより、前記付加排気通路
配管１３５とごみ収納容器３１とを連通させる弁口３１ｍ、３１ｎを形成するスペースが
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、保持ケース４１が特に大型化したり、ごみ収納容器３１の容積効率が特に低下したりす
るようなことなしに、保持ケース４１の後部壁に得ることができる。
【００５６】
　前記弁口３１ｍ、３１ｎには、図９、図１２に示すような常閉弁５３が設けられている
。この常閉弁５３はごみ収納容器３１が保持ケース４１に収納されたときだけ突子５３ａ
を後方に押し動かされることにより開き、ごみ収納容器３１の臭気の吸引排気が行われ、
ごみ収納容器３１が取り外されたときは常閉弁５３は図示しないばねの付勢力等によって
閉じることにより弁口３１ｍ、３１ｎでの空気漏れを防止し、ごみ収納容器２、３での臭
気の吸引排気に支障がないようにしている。
【００５７】
　さらに、ごみ収納容器３１は、口部内周に段落ち面３１ｇを有し、この段落ち面３１ｇ
に着座できるごみ袋装着用の枠部材５１ａ、５１ｂを組み合わせて備え、前記したごみ袋
３１１、３１２の口部を巻き付けた枠部材５１ａ、５１ｂを、図９、図１０に示すように
ごみ収納容器３１の段落ち面３１ｇに領域を左右に分担して着座させるとともに各ごみ袋
３１１、３１２の本体部をごみ収納容器３１内に落とし込むことにより、ごみ収納容器３
１を２つのごみ袋３１１、３１２を持った二重容器にしてごみの収納に用い、ごみ収納容
器３１の内面がごみで汚れるのを防止することができ、収納したごみを回収したり廃棄し
たりするのに、ごみ袋３１１、３１２の口部を枠部材５１ａ、５１ｂから取外してごみ袋
３１１、３１２をごみ収納容器３１から単独で取り外せるので、ごみ収納容器３１をいち
いち取り出さなくてもよく使用に便利である。また、１つのごみ収納容器３１により２つ
のごみ袋３１１、３１２を使い分けた２種の乾燥ごみＧ３１、Ｇ３２の分別収納が簡易に
できる。しかも、枠部材５１ａ、５１ｂは大きさが違い、異なった大きさのごみ袋３１１
、３１２を装着できるようにしてある。これにより、分別収納する乾燥ごみＧ３１、Ｇ３
２が発生する量やかさに対応して使い分けられるが、このような、収納領域の違いを枠部
材５１ａ、５１ｂの違いだけで対応できる。
【００５８】
　しかし、ごみ収納容器３１は、１つのごみ袋を収容して１種類のごみの収納に用いるこ
とができるし、３つ以上のごみ袋を収容して３種以上のごみを分別収納するようにもでき
る。
【００５９】
　前記したごみ収納容器２に用いるごみ袋２６も、図６に示すようにごみ収納容器２の後
部に設けた段落ち面２ａに着座される金属製の枠部材５１ｃを用いて着脱できるようにし
ている。
【００６０】
　ガイドレール４２に案内されるのはローラであって、ごみ収納容器３１を開閉するとき
のガイドレール４２上を前後動するときの摩擦や、ごみ収納容器３１を開き状態にて着脱
にともないストッパ部４２ａと係脱するときの摩擦を軽減することができる。しかし、ロ
ーラ４３に限られることはなく、ガイドレール４２により下方から受けられる例えばごみ
収納容器３１に一体成形され、あるいは別部材を取付けて形成された下向きのガイド突起
等各種の態様のものとすることもできる。
【００６１】
　なお、図６に示すように、前記ごみ収納容器２、３のごみ投入口１３、１４は、凹陥部
１２の上面に当てがった樹脂製の口部材６１によって一体に形成され、凹陥部１２の下面
に当てがって口部材６１とねじ止めするなどして取り付けた合成樹脂製の本体部材６２に
、投入口１３と通じるごみ収納容器２と、投入口１４と通じる連通口６３とを一体に形成
してあり、この連通口６３の下端部にごみ収納容器３を下方から接続するようにしてある
。
【００６２】
　本体部材６２の連通口６３の下方の左右両側にはレール部材６４が設けられて収納部９
に底部から立設した支持部材６６によって支持され、ごみ収納容器３の左右両側に設けた
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ガイドレール６７を案内して連通口６３との接続位置と、収納部９から引き出した引出し
位置との間で前後動できるように支持、案内するようにしている。本体部材６２の連通口
６３の下端には底板６２ａが設けられ、この底板６２ａにごみ収納容器３の上端と当接し
合ってごみ収納容器３を閉じる枠状のシール部材６８が設けられ、ごみ収納容器３の収納
部９内への格納位置にてガイドレール６７の案内や図示しないバックルの係合等によって
ごみ収納容器３の上端がシール部材６８に押し当てられるようになっている。これにより
、ごみ収納容器３内の臭気が外部に漏れ出るようなことなく吸引排気されるようになる。
【００６３】
　なお、ごみ収納容器２、３まわりの排気路の具体的構成を図６、図７に空気の流れに沿
って付した矢印３５ｅにて示してある。詳細は上記公報に開示されているので具体的な説
明は省略する。なお、前記シール部材６８の表面にもごみ収納容器３の上端が押付けられ
ながら後部側に移動して摺接していくときの摩擦を軽減するためのＰＥＴフィルム等を貼
り合わせるような処理が行われる。また、ごみ収納容器３にもその開口縁とこれに着脱で
きるように嵌め合わされる合成樹脂製の枠部材５１ｄとの間に使い捨てのごみ袋７１の口
部を挟みつけてごみ袋７１を着脱できるように装着してある。
【００６４】
【発明の効果】
　請求項１の発明のごみ収納装置によれば、基本収納系に備えた数だけの基本のごみ収納
容器を用いたごみの単独または分別収納を、ごみ収納容器側での臭気の吹出しのない吸引
排気を伴って行えることを保証しながら、必要に応じて、基本収納系に付加用のごみ収納
容器を基本収納系に備えた基本のごみ収納容器の少なくとも１つと直列になるような接続
状態にて基本収納系の排気通路を共用し、さらなるごみの臭気の吸引排気を伴う分別収納
を、吸引排気の構造を特に複雑にしたり、コストが特に上昇するようなことなく、前記排
気通路のごみ収納容器付加用の接続口の数だけ達成することができ、ユーザーの個別な必
要状態に容易かつ安価に対応でき、事後的にごみ収納容器を増設することも容易にできる
。
【００６５】
　請求項２の発明のごみ収納装置によれば、請求項１の発明に加え、さらに、基本収納系
の排気通路の途中に設けられたゴミ収納容器付加用の接続口に、接続具を介して他のごみ
収納容器を接続することにより、この接続具に有する通路構造を利用して付加用のごみ収
納容器の一対の容器側接続口が基本収納系の排気通路の上流側通路と下流側通路とに、簡
易な構造および接続作業にて接続することができる。
【００６６】
　請求項３の発明のごみ収納装置によれば、請求項１又は請求項２の発明に加え、さらに
、キャビネットに収納されて、キャビネットの前面にて開閉または／および出し入れされ
るごみ収納容器の１つまたは適数が、キャビネットの対応する１枚の扉を開くだけで露出
して、開閉／または出し入れできるし、１枚の扉を閉じるだけで覆い隠されて体裁のよい
キャビネット前面に戻すことができるので、使用に便利である。
【００６７】
　請求項４の発明のごみ収納装置によれば、請求項１～３の発明のいずれか１つに加え、
さらに、各ごみ収納容器およびそれらを接続する排気通路を厨房家具のキャビネット内に
設けるのに、ごみ収納容器の少なくとも１つが厨房家具のキャビネットの水槽の下でかつ
水槽からの排水構造の手前側に位置して、通常デッドスペースとなっている排水構造の前
方部分を有効利用して、特別なスペースを必要とすることなく設置されるとともに、排水
構造の前面側を覆い隠して体裁よくすることができる。しかも、キャビネットの排水構造
前の大きなスペースを利用して設置した十分に大きなものを、キャビネットの大きな前面
にて十分な大きさで開閉することができ、大型でかさ張りやすい乾燥ごみを収納するのに
適し、キャビネットの上面で開閉される他のごみ収納容器は、水槽を有した作業台となる
厨房家具にて下拵えする作業等で出る生ごみを作業台内で取扱い収納することができるの
で、生ごみから滴る汚水が他に落ちるようなことを回避し作業台まわりを清潔に保ちやす
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い。
【００６８】
　請求項５の発明のごみ収納装置によれば、請求項４の発明に加え、さらに、ごみ収納容
器は、キャビネット内の保持ケースに開閉および着脱できるように収容されていて、この
保持ケースのごみ収納容器の開口を閉じる領域部を介し排気通路に通じて吸引排気される
ので、排気構造に関係なく開閉し、また着脱できるので、使用勝手のよいものとなる。
【００６９】
　請求項６の発明のごみ収納装置によれば、請求項５の発明に加え、さらに、ごみ収納容
器を保持ケースに対し開閉、脱着に連動して保持ケースの容器側接続口とごみ収納容器と
が自動的に連通を断たれたり、連通されたりするので、閉じられたごみ収納容器の排気通
路を通じた吸引排気を保証しながら、ごみ収納容器が開かれたり、取り外されたりしたと
きに排気通路が大きく開放されて他のごみ収納容器での吸引排気に影響するのを防止する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の代表的な一実施の形態を示すごみ収納装置の具体的な設置状態を示す
斜視図である。
【図２】　図１の設置状態の要部を透視して示す斜視図である。
【図３】　図１の平面図である。
【図４】　図１の各種ごみ収納容器の設置状態と排水構造および吸引排気構造を示す斜視
図である。
【図５】　基本収納系とこれに付加したごみ収納容器との接続部を示し、その（ａ）は付
加ごみ収納容器接続状態の断面図、その（ｂ）は付加ごみ収納容器接続解除状態の断面図
である。
【図６】　基本収納系のごみ収納容器の吸引排気路構造を示す断面図である。
【図７】　図６の横断面図である。
【図８】　図１のごみ収納装置の排水構造、排気路、排気通路配管、および付加排気通路
配管を示すブロック配管構造図である。
【図９】　図１のごみ収納装置に用いた他のごみ収納容器およびそれの保持ケースを示す
断面図である。
【図１０】　図９のごみ収納容器の断面図である。
【図１１】　図９のごみ収納容器の分解斜視図である。
【図１２】　図９のごみ収納装置の保持ケースの内部天井部付近を示す斜視図である。
【符号の説明】
　１　流し台
　２、３　ごみ収納容器
　６　水槽
　８ａ　扉
　９　収納部
　２４　排水口
　２６、７１、３１１、３１２　ごみ袋
　２７　排気手段
　２７ａ　吸引ファン
　３１　他のごみ収納容器
　３１ａ、３１ｂ　容器側接続口
　３１ｍ、３１ｎ　弁口
　３２　排水構造
　３３　キャップ
　３５　排気通路配管
　３５ａ　上流側通路
　３５ｂ　下流側通路
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　３５ｃ　接続口
　３５ｄ　ねじ部
　３５ｅ　排気路
　３６　接続具
　３６ａ、３６ｂ　対容器接続口
　３６ｃ　対通路接続口
　３６ｄ　フランジ
　３７　ナット
　４１　保持ケース
　４１ａ　開口
　４１ｃ　天井空間部
　５３　常閉弁
　１３５　付加排気通路配管
　Ｇ１　生ごみ
　Ｇ２　ベタツキごみ
　Ｇ３　乾燥ごみ
　Ｇ３１　ボトル類
　Ｇ３２　缶類

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】
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